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近し了ってから 	と､ 	と､ 
等の一般の五明処と特別に典籍たる五帙(般若､ 中観､ 釈
量､ 戒律､ 倶舎) を学習すべきことを徹底することを為さって学
者の頂点と成った｡ 丁卯(1447)年に大寺廟たる!をご建立になった｡
僧伽は三千余程が集まった｡ " 























































































































































	以上に四のご教誨(中論､ 現観荘厳論､ 律､ 倶舎論)の規矩からのもの
は無く､ 	が十帙に対して説示した規矩を創出したことから十のご教誨



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とは出離した｡ 第八代のご座たる  
と(この方以前の寺のご座はツァン人七伝	
	
なのである)､ (")｡ 主が 	を著述した｡ 大宝たる










































































































































十二代はお出でになった｡   が 	
		を著述した｡ $が%	か
ら伏蔵法を取り出したと云うことである｡
(214)西暦 1417 年に寺に				を建立なさった｡ &
'を建立した｡ "	の
は
ご誕生になった｡ 第二十二代の法主がを守護した｡   
が	を著述した｡ 第六のラプチュンの乙卯(1375 年)からこの
年の間に	と､ 彼の甥御たる	が	(

































































を著述した｡ 主たる一切智者は 10 月 25 日に
でお逝きになった｡ 
 は寺のご座







































































































































































































































































































































方々はご誕生になった｡ #  は$の座主者を
為さった｡ 得道者たる 	
はお逝きになった｡ 勝
王たる法主と､ 大学者たる	と､  	法主たる	
との三方はご誕生になった｡ 欠｡ 得道者たる 	

はお逝きになった｡ 勝王たる法主と､ 大学者たる



















































































































































 	 はご誕生になった｡ この年に
	
	は引退を為さった｡ 	は寺のご座に就任した｡ 




















伏蔵法を取り出した(	による)｡ が  
を著述した｡ 大学者たるの弟子たる

と､  	 はご誕生になった｡ 
	法主









































































































































































































































































































































































































































































































































































( )と､ 大宝たると､ 阿闍梨
たると､ 
との方々はご誕生になった｡ 	
	

はご誕生になった｡ ご化身たる

が寺院と､  
	寺院と､ 寺院とと共なるものをご建
立になった｡ 	
はお逝きになった｡ 大宝たる
と､ 阿闍梨たる
と､ 阿闍梨たる
		との方々はご誕生になった｡ の戸長たる	
	が≪	≫を著述した｡
(倫理学専攻：教授)
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